
号

年 月 日

関市長　様

）

XX 年 3 月 31 日

XX 年 12 月 15 日 3 日間

備考 施工主 住所 施工者 住所

氏名 商号

連絡先

連絡先

記載要領

1 「 「 「

」、 」及び 」については、該当するものを〇で囲むこと。

2 　については、該当するものを〇で囲み、更新、変更の場合には、従前の許可書又は回答

　書の番号及び年月日を記載すること。

3 申請者が法人である場合には、「住所」の欄には主たる事務所の所在地、「氏名」の欄には名称及び代表者の

氏名を記載するとともに、「担当者」の欄に所属・氏名を記載すること。

4 「場所」の欄には、地番まで記載すること。占用が２以上の地番にわたる場合には、起点と終点を記載すること。

新
規

更
新

変
更

します。
協 議

協 議

関市倉知2031

浄化設備(株)

浄化　二郎

0575-22-0942

第32条

第35条

許 可 を 申 請

現場代理人

　開削工法

字
絵
図

縦
断
図

縦
（500分の1以上）

横
（1,000分の1以上）

道 路 の 復 旧
添付図書　原形復旧

位置図
（5万分の1以上）

工 事 実 施 の

まで 方 法

許可日
間

うち

場
所

0

から

まで
間　

関市

　別添図面のとおり

L=4.0m
L=3.0m

上水 PP管
下水 VU管

φ20(27)mm
φ100(114)mm

若草通3丁目１　地内

名　　　称 規　　　模

許可日

別記様式第４号（第４条関係）

分類　　　　　－　　　　　－

0

新
規

更
新

変
更

　　年　　月　　日

許 可 申 請
協 議

書

 下水第

道路占用

幹X-XX

住所 関市若草通３丁目１番地

氏名

若草邸上下水道管取出し工事

　車道　・　歩道　・　その他（路線名 関市道 号線

下水道課長

許 可 申 請

協 議

道路法
第32条

第35条
の規定により

許 可 を 申 請

占 用 の 目 的

占 用 の 場 所

占 用 物 件

占 用 の 期 間

工 事 の 期 間
から

関市若草通3丁目1

若草　一郎

0575-22-3131

方 法 横断図
（100分の1以上）

占 有 物 件 の
構 造

平面図
（1,000分の1以上）

構造図
（50分の1以上）

数　　　量



年 月 日

様

）

XX 年 3 月 31 日

XX 年 12 月 15 日 3 日間

￥ （算定）

￥

￥

￥

関市長 印

縦
（500分の1以上）

横
（1,000分の1以上）

まで 方 法

道 路 の 復 旧
　原形復旧 添付図書

位置図
（5万分の1以上）

平面図
（1,000分の1以上） 縦

断
図

　開削工法

します。

許可日

許可日
間

うち

間　
から

　この道路占用許可について不服があるときは、行政不服審査法の定めるところにより、この許可書
を受け取った日の翌日から起算して60日以内に関市長に異議申立することができます。

のあった占用については、別紙の条件を

占
用
料

初 年 度

年 度

最終年度

総 額

（履行期限）納入通知書により指定する期限

月年 日付けで
申請

協議

付して
許可

回答

上水 PP管 φ20(27)mm L=4.0m
下水 VU管 φ100(114)mm L=3.0m

占 有 物 件 の

占 用 物 件

名　　　称 規　　　模

字
絵
図方 法 横断図

（100分の1以上）
構造図

（50分の1以上）

　別添図面のとおり
まで 構 造

工 事 の 期 間
から 工 事 実 施 の

占 用 の 期 間

占 用 の 目 的 若草邸上下水道管取出し工事

占 用 の 場 所

路線名 関市道 号線 　車道　・　歩道　・　その他（

場
所

関市 若草通3丁目１　地内

数　　　量

下水道課長

別記様式第５号（第４条関係）

分類　　　　　－　　　　　－

新
規

更
新

変
更

　　年　　月　　日

道路占用
許 可

書
回 答

関市指令建道占第　　-　　-　　号

幹X-XX

施行者 浄化設備(株)

住所 関市若草通３丁目１番地

氏名



関　市　長　　様

申請者　住所　

氏名　

（電話） 　0575　－　22　－　3131

工事の種別

工事の目的

名称 長さ 幅 面積 体積

上水 PP管
φ20(27mm）

L=4.0m

下水 VU管
φ100（114mm）

L=3.0m

その他

  ○○  年　　月　　日付けで法定外公共物工作物新築(改築)許可を申請した下記の
工事に係る施設又は工作物等については、工事完了後は無償で関市に帰属することを
承諾します。

帰　属　承　諾　書

○○　 年　  月  　日

岐阜県関市若草通3丁目1

若草　一郎

（自署の場合は押印不要）

施設又は工作物等
の名称及び数量

記

工事の場所
関市若草通3丁目1番地

関市道幹X-XX号線

上下水道取出し工事

上下水道取出し工事

㊞



日まで

L=約 m

※規制期間

※規制方法

[ ]

XX 年 12

道路規制計画書

工 事 番 号

工 事 名 若草邸上下水道管取出し工事

路 線 名

施 行 場 所

関市道幹X-XX号線

関市若草通3丁目１　地内

全面通行止め

関市道幹X-XX号線
全面通行止め 施工概略図

月 15

工 事 時 間

規 制 区 間

200

許可日　　から XX 年 12

工 期 許可日　　から

午前9時　～　午後5時

関市若草通3丁目１　地内

3(うち 日間)月 15 日まで

側溝

側溝

掘削用重機

ダンプトラック

通行誘導員

作業区間 約20m

規制区間 約200m

道
路

幅
員

4
.0
m

施
工

幅
3
.0
m

水道工事
につき まわり道

水道工事
につき まわり道

通行誘導員

※この施工概略図は一例です。現場の状況を踏まえ、適切に作図してください。

※工事現場へ侵入しての事故を防止するため、全面通行止めの場合は

作業区間と規制区間の末端をトラ柵等で封鎖すること。



施工箇所 通行止め箇所 迂回路

交通規制図

施工箇所

②③④⑦⑨

②③④⑦⑨

参考図
この図はあくまで一例です。

規制状況が確認できるものであれば、

記載方法の規定はありません。



参考図



号

年 月 日

に係る工事期間

工　事　の　場　所

日 からXX 年 10 月 10

関市道 幹X-XX 号線

関市若草通3丁目１　地内

年

浄化設備(株)

下水道課長

住所

12XX 日まで

施行者

月

許可 占用

とおり完了したので届け出ます。

記

承認
を受けた

自費

第　　　　　　　号

XX

上記工事については、完了したものと認めます。

年

工　事　の　記　録 別添工事写真のとおり

工事完了年月日 12 月 5 日

氏名

注　　完了届は、2部提出すること。

許可
15

1010XX

工　事　の　目　的 若草邸上下水道管取出し工事

年 月 号で

承認

工事は、次の

関市長

日付け関市指令建道占第    -      -

0　  年 　 月  　日

別記様式第７号（第５条関係）

分類　　　　　－　　　　　－

工　事　完　了　届

関市長 様

 下水第

関市若草通３丁目１番地



チ ェ ッ ク 項 目
確 認

（施工者）
確 認
（ 市 ）

1 着工前 施工箇所の状況が確認できるか。 ○

カッター幅がスケール等で確認できるか。 ○

許可書の計画掘削幅と一致しているか。 ○

掘削幅がスケール等で確認できるか。 ○

許可書の掘削幅と一致しているか。 ○

給水装置の上水道本管との接続部分と配管状況が確認できるか。 ○

排水設備の下水道本管との接続部分と配管状況が確認できるか。 ○

5 保護砂 保護砂の施工状況が確認できるか。 ○

6 埋戻し 各層２０ｃｍごとに締固め状況が確認できるか。 ○

7 仮舗装復旧 仮舗装の施工が確認できるか。 ○

8
二次カッター
（影響部）

カッター幅（掘削部周囲から３０センチ）がスケールで確認できるか。 ○

舗装厚（ｔ＝５０）が確認できるか。 ○

復旧舗装端から５０センチ以内に舗装継ぎ目、路肩がないか。 ○

瀝青安定処理の施工状況が確認できるか。 －

現況が瀝青安定処理未実施であった場合、舗装断面で未実施であ
ることが確認できるか。

－

基礎工の施工が確認できるか。 －

根巻コンクリートの辺長が確認できるか。 －

12 完成写真 施工箇所の状況が確認できるか。 ○

※該当しない項目がある場合は、確認欄に「－」を記入すること。

※確認欄（施工者）に検符したものを完了届に添付して提出すること。

10 幹線道路舗装

11 コンクリート根巻

施 工 内 容

2
一次カッター
（掘削部）

3 掘削

9 本舗装復旧

道 路 番 号 関市道 幹X-XX 号線

4 配管状況

上下水道取出し工事写真　チェックリスト

占 用 許 可 番 号 関市指令建道占　第 　  －　　　－　　　 号

占 用 場 所 関市若草通3丁目１　地内


